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Abstract 
Investigation about oral rehydration solution (ORT) understanding was carried with students and 
staffs in Hokuriku University.  It was investigated with knowledge, presence of use experience, an 
application, and sale place of ORT.  From the results of the questionnaire survey, 60% of fifth grader 
knew existence of ORT, but knew only 22% in the whole student.
Seventy six percent of the student who replied it when I knew ORT understood the difference with 
sports drinks, but the student who replied severe dehydration when I could use it was 58%, and the 
understanding degree was insufficient. 
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表 1 アンケート 






平成 23 年 1 月 
経口補水液についてのアンケート（一般用） 
男・女  
医療従事者 ・ 患者 ・ 一般 
差し支えなければ年齢もご記入下さい。 年令（  ）歳 
① 20 代 ・ 30 代 ・ 40 代 ・ 50 代 ・ その他 




男・女（  ）学年 
差し支えなければ年齢もご記入下さい。 年令（  ）歳 
                                                
問 1 経口補水液(OS－1)を知っていますか？ 
 
① 知っている(問 2 へ) ② 名前だけ聞いたことがある(問２へ) ③ 全く知らない(問 5 へ) 
問 2 問１で①、②と答えた方にお聞きします。どこで知りましたか？ 
① テレビ・CM ② 雑誌 ③ その他（           ） 
 
 
問 2 （学生用）問１で①、②と答えた方にお聞きします。どこで知りましたか？ 
 
① テレビ・CM ② 雑誌 ③講 義 ④ 実務実習先 ⑤ その他（           ） 
問 3 問 1 で①と答えた方にお聞きします。実際に使用したことはありますか？ 
 
① はい(自分自身・家族・その他)  ② いいえ 
 
問 4 問 1 で①と答えた方にお聞きします。 
 
Q1 経口補水液は、スポーツドリンクと同じである。        ( ○ ・ × ) 
Q2 乳幼児の脱水時には、スポーツドリンクを与えてよい。     ( ○ ・ × ) 
Q3 経口補水液は、重度の脱水症状に使用することが出来る。    ( ○ ・ × ) 
Q4 経口補水液は、ゆっくり少量ずつ飲むことが大事である。    ( ○ ・ × )               
Q5 経口補水液は、市街の自動販売機で購入することが出来る。   ( ○ ・ × )              
問 5 経口補水液は、何に使われるものだと思われますか？思い浮かぶだけ書いてみて下さい。 
 
ご協力ありがとうございました。 



























アンケート調査対象者：2010 年度現在、本学に在学する薬学部学生のうち、協力の得られた 1 年次 126
名、2 年次 149 名、3 年次 192 名、4 年次 290 名、5 年次 143 名の計 900 名及び薬学部・未来創造学部教
育職員・一般職員 155 名を対象に実施した。  
実施方法：調査期間：2011 年 1 月～2 月。学生及び教職員に対し、調査の目的を口頭で説明し、アンケー
ト用紙を配布し、回答を依頼した。表 1 にその概要を示す。なお、学生配布用には学年記入欄を設けると
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3 年次生 192 名中 156 名（81.3％）、4 年次生 290 名中 209 名（72.1％）、5 年次生 143 名中 125 名（87.4％）
であり、全体では、900 名中 688 名（76.4％）であった。薬学教職員 84 名中 62 名（73.8％）、未来教職員
71 名中 37 名（52.1％）であり、全体では、155 名中 99 名（63.9％）であった。 
経口補水液の認知度について：「経口補水液を知っていますか？」（問 1）に関する回答（表 2）では、「知
っている」と回答したのは、学年全体では、22％であった。1～4 年次生で知っていたのは、9～16％程度
であったが、5 年次生では 60％であった。続いて「名前だけ聞いたことがある」と回答した割合は、1 年
次 10％、2 年次 17％、3 年次 28％、4 年次 25％、5 年次生 21％であり、知っていると回答した学生数と
併せると学年の進行とともに認知されてきていることが示唆された。「知っている」と回答した 5 年次生の









1 9 名（ 8.9） 10 名（ 9.9） 82 名（81.2） 
２ 13 名（13.4） 16 名（16.5） 68 名（70.1） 
３ 25 名（16.0） 43 名（27.6） 88 名（56.4） 
４ 28 名（13.4） 53 名（25.4） 128 名（61.2） 
５ 75 名（60.0） 26 名（20.8） 24 名（19.2） 
全体 150 名（21.8） 148 名（21.5） 390 名（56.7） 
 
表 3 どこで知りましたか？（複数回答可） 





1 4 名（21.0） 2 名（10.5）        1 名（ 5.3） 12 名（63.2） 
２ 8 名（27.6） 6 名（20.7） 1 名（ 3.4） 2 名（ 6.9） 11 名（37.9） 
３ 12 名（16.2） 8 名（10.8） 33 名（44.6） 3 名（ 4.1） 18 名（24.3） 
４ 18 名（22.2） 12 名（14.6） 19 名（23.2） 1 名（ 1.2） 32 名（39.0） 
５ 1 名（ 0.9） 1 名（ 0.9） 7 名（ 6.6） 72 名（67.9） 25 名（23.6） 
全体 40 名（12.9） 28 名（ 9.0） 60 名（19.4） 79 名（25.5） 99 名（31.9） 
経口補水液の理解度について：問１において「知っている」と回答した学生について、その理解度を調査




図 1－1 リーフレット（保護者用） 
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3) 平成 14 年 8 月 2 日法律第 103 号公布（最終改正平成 23 年 8 月 30 日改正）． 
4) 木村一隆、経口補水療法最前線 救急外来での経口補水療法 、大塚薬報、No.649、26～28（2009）、













スポーツドリンクを与えてよい」に対して、正答（ )した学生は 67％、教職員では 66％ であった。これ
らの問いでは、正答率が有意に高かったが、「経口補水液は重度の脱水症状に使用することができる」では、
正答（ ）した学生は 33％であり、理解が不十分であることが示唆された。一方で、教職員では 56％（薬：
62％、未来創造学部 33％）の正答率であった（表 5）。ついで、使用方法、購入場所についての設問では、
「経口補水液はゆっくり飲むことが大事である」では、正答（ ）は学生 77％、教職員 78％、「経口補水
液は市街の自販機で購入できる」では、 正答（ ）は学生 86％、教職員 75％であった（表 6）。また、「知
っている」（問１）と回答した学生のうち、43％使用した経験（表 7）があり、その半数（51％）が自分自
身で使用していた。また、教職員でも 63％が使用した経験があると回答していた。
表 4 経口補水液はスポーツドリンクと同   表 5 経口補水液は重度の脱水症状に使用
じである（正答： ）            できる（正答： ）  
学年 ○（％） ×（％）  学年 ○（％） ×（％） 
1 1 名（11.1） 8 名（88.9）  1 7 名（77.8） 2 名（22.2） 
２ 2 名（15.4） 11 名（84.6）  ２ 9 名（69.2） 4 名（30.8） 
３ 9 名（36.0） 16 名（64.0）  ３ 19 名（76.0） 6 名（24.0） 
４ 5 名（17.9） 19 名（67.9）  ４ 14 名（50.0） 10 名（35.7） 
５ 7 名（9.3） 60 名（80.0）  ５ 38 名（50.7） 28 名（37.3） 
学生全体 24 名（16.0） 114 名（76.0）  学生全体 87 名（58.0） 50 名（33.3） 
薬：教職員 2 名（7.7） 20 名（76.9）  薬：教職員 6 名（23.1） 16 名（61.5） 
未来：教職員 1 名（16.7） 5 名（83.3）  未来：教職員 4 名（66.7） 2 名（33.3） 
教職員全体 3 名（9.4） 25 名（78.1）  教職員全体 10 名（31.3） 18 名（56.3） 
                      
表 6 経口補水液は、市街の自動販売機     表 7 実際に使ったことがありますか 
で購入することが出来る（正答： ） 
学年 ○（％） ×（％）  学年 ○（％） ×（％） 
1   9 名（100.0）  1 6 名（66.7） 3 名（33.3） 
２ 1 名（7.7） 12 名（92.3）  ２ 8 名（61.5） 5 名（38.5） 
３ 4 名（16.0） 21 名（84.0）  ３ 12 名（48.0） 12 名（48.0） 
４ 4 名（14.3） 20 名（71.4）  ４ 10 名（35.7） 17 名（60.7） 
５   67 名（89.3）  ５ 29 名（38.7） 46 名（61.3） 
学生全体 9 名（6.0） 129 名（86.0）  学生全体 65 名（43.3） 83 名（55.3） 
薬：教職員 1 名（ 3.8） 20 名（76.9）  薬：教職員 17 名（65.4） 8 名（30.8） 
未来：教職員 1 名（16.7） 4 名（66.7）  未来：教職員 3 名（50.0） 3 名（50.0） 
教職員全体 2 名（ 6.3） 24 名（75.0）  教職員全体 20 名（62.5） 11 名（34.3） 
                   
「経口補水液は何に用いられるか（自由記載）」では、「経口補水液は、何に使われるものだと思います
か？思い浮かぶだけ書いてみて下さい。」という問に対して、 学生 28％、教職員 41％ともに「脱水症状」
と記載した割合が最も高かった。学生では学年が進行するほどその傾向は高かった（3 年次 27.6％、   
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か？思い浮かぶだけ書いてみて下さい。」という問に対して、 学生 28％、教職員 41％ともに「脱水症状」
と記載した割合が最も高かった。学生では学年が進行するほどその傾向は高かった（3 年次 27.6％、   
4 年次 31.6％、5 年次 45.6％）。その他の記載例としては、風邪のとき（下痢・嘔吐）、熱中症、熱射病、
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